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企業から学ぶ現場の知恵
（①パレートの法則）
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ネクストライフ・コンサルティング

〒975-0038

福島県南相馬市原町区日の出町167-3
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パレートの法則とは？

●アリの実験

●２０対８０の法則 ＝ 経験則

●不均衡の法則
×：全体が２０％と８０％に分かれるという法則
○：原因のわずかな部分が、結果の大部分をもたらす

●企業の知恵
上位２０％の原因を潰せば、問題の８０％を解決する
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トリンクルダウン効果の嘘
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Ｓ字カーブの法則

80％

20％

時間

成
長

ここまで頑張れば、
急成長する

これ以上は、
頑張っても成長しない
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民主主義（多数決）の限界

20％

20％

『賛成ですか？』
『はい』が20％

『反対ですか？』
『いいえ』が80％

有権者

賛成

反対

どちらでもない60％

言い方で、
結果は変わる

- 5 -

部外者が
多数決を左右
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パーキンソンの法則

パーキンソンは英国の歴史学者・政治学者で、官僚組織の肥大化を観察し
ながら、いくつもの法則を発見したんだ。

彼の第一法則は『仕事は、その遂行のために利用できる時間をすべて埋め
るように拡大する』というものだ。

ボクなりに解釈すれば、時間が余っていれば人は仕事を作って時間を埋め
ようとする。そうすると今度は時間の余裕がなくなるから人を増やす。これが
無限に繰り返されて、人は無限に増えていく、ということだ。

時間を埋めるために作った仕事は、会社にとって意味があるはずがない。
放っておくと、会社はこんなムダな仕事をする人たちでいっぱいになり、ます
ます階層化が進む。

（中略）パーキンソンは第三法則で『拡大は複雑化を意味し、組織を腐敗さ
せる』といっている。行き着くところは倒産だ。

『不況時代を生き抜くためのビジネススキル』（林總著）より
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企業が永続するために

【目標】永続する（going concern）

変化に適応する

対策

適応し続ける → ムリをしない

適応し過ぎない → 既得権としない

●適当に （いい加減に・デタラメに）

●ＰＤＣＡ（計画・実行・確認・見直し）サイクルを回し続ける

①ある状態・目的・要求などにぴったり合っている
②その場を何とかつくろう程度で

対策

決断するために、
（やらないことを決める）

恐怖に負けず
決断に納得する
（これでいいのだ！）
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人生とは「決断」の連続だ！

現代の大企業の各部署の上層部におられる方は、組織の中にいて頑張っ
て出世してきた世代だ。つまり、決断が苦手、というより経験をしてきていない。

よいとされている大学を出て、よいとされている会社に入り、特に辞めること
もなく、働き続けたという、最もリスクを取らない人たちが経営の上層部にいる、
という状況は、今の日本の企業の仕組みからすれば、そんない珍しくない、む
しろ一般的であるはずだ。

そのタイミングで、経済のグローバゼーションがおき、変化が激しくなって、
リスクを取った経験の乏しい人たちに様々な決断が求められるようになってき
た。

タイミングとしては、あまりよくないだろう。日本全国どこを見ても、自力で決
断するという経験が圧倒的に不足しているという現状が存在する。

『ナリワイをつくる』（伊藤洋志）より
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